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 北京の人民大会堂で２８日行われた福田康夫首相と温家宝中国首相の首脳会談。

直後の共同記者会見で「台湾独立」に対する表現をめぐり、福田首相が顔色を変え

る一幕があった。「（独立を）支持しない」という福田首相の発言を温首相が説明。こ

れを会場で日本語に訳した通訳が「独立反対を表明した」と強い表現に「誤訳」した

ためだ。会見中に、すぐ資料を取り寄せた福田首相は自らの発言が「支持しない」だ

ったと改めて説明するはめに。台湾問題の微妙さが改めて浮き彫りになった瞬間だ

った。（北京 酒井充） 

 日中首脳による初の共同記者会見は予定の２０分間を２５分もオーバーする熱の

入ったものになった。両国友好の大切さを訴える温首相。だが、それまでの温和な

笑顔を引き締め、台湾問題を切り出した。そして会場に通訳の日本語が響いた。 

 「福田首相は台湾独立に反対するとの立場を順守、厳守していくことを表明した」 

 その声に、温首相の右隣に座っていた福田首相が凍り付いた。温首相に気付か

れないように右手の人さし指で、目の前の記者席にいた外務省の藪中三十二外務

審議官に「資料をよこして」とサイン。福田首相の手元に資料が滑り込んだ。 

 中国側メディアの質問に一通り応えた福田首相は、最後に「台湾についても、私か

ら日本の立場を申す」と切り出した。受け取った資料に目を落としながら、慎重に「２

つの中国という立場はとっていないし、台湾の独立も支持していない」と語り、「独立

反対」という表現を「支持しない」に修正してみせた。 

 台湾独立への日本の姿勢は「反対」なのか「支持しない」なのか－。この２つは外

交上、大きな違いがある。 

 「親中派」と言われる福田首相だが、言葉の使い分けにはこだわってみせた。親日

感情が比較的強い台湾と日本は長く良好な関係にあり、欧米諸国とは事情が違う。

日本は昭和４７年の日中共同声明以来、「台湾が中国の領土の不可分の一部であ



るとの中国の立場を十分理解し、尊重する」と表現するにとどまり、「独立反対」の言

葉は慎重に避けてきたからだ。 

 首脳会談後、外務省の佐々江賢一郎アジア大洋州局長は記者団に「『支持しな

い』と『反対』とはニュアンスが異なる。強度に違いがあることは日本人なら理解でき

るだろう」と話した。 

 台湾の陳水扁総統は来年３月の総統選と同時に「台湾の名義での国連加盟」の

是非を問う住民投票を計画している。米仏は「反対」の立場を鮮明にしているが、福

田首相は「反対」とは口にしなかった。ただ、中国外務省の劉建超報道官は会談後

の会見で「日本が台湾問題で行った立場を評価する」と述べた。 

 「質問を受けた以上のことを申し上げたかもしれないが…」。福田首相は会見の最

後にこうとおどけてみせたが、日本の首相として最低限のラインは守った。 

http://sankei.jp.msn.com/politics/policy/071229/plc0712291108004-n1.htm 

 


